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広島大硬式野球部

　過去、春３回（全日本大学野球選手

権）、秋２回（明治神宮野球大会）の全

国大会出場経験を持つ広島大硬式野

球部。全国舞台につながる広島六大

学野球の春季・秋季リーグ戦の優勝

を大きな目標に掲げながら、練習に

打ち込んでいる。

　現在の部員数は学部生の５７人。練

習は週に６日で、全体練習の後、それ

ぞれが自主練習に取り組む。監督は

勤務の関係で、週末しか指導できな

いため、学生たちが練習メニューを

考える。学生が主体性を持って練習

に取り組むのは、広島大の伝統だ。幹

部の３年生を中心に週に１回、ミー

ティングを行い、下級生やポジショ

ンごとの意見をくみ取りながら、１

週間の練習内容を決める。

フィジカル面で、選手をサポート

しているのが東広島市内でトレーニ

ングルームを開設している高島誠さ

ん。選手たちは、メジャーリーグ球団

でトレーナーを務めた経歴を持つ高

島さんのもとに、投手陣全員と野手

の一部が、週２回通い、故障を予防す

る強い体作りに励んでいる。また、今

年６月からは、元広島カープ監督の

野村謙二郎さんが、広島大スポーツ

センター客員教授に就任。それに合

わせ野球部のアドバイザーになり、

選手を支える。

　近年の広島六大学野球は、甲子園

出場組や強豪私学高出身者が揃う近

大工学部と広島経済大の２強時代が

続く。広島大は、２０１８年春のリーグ

戦を制したのを最後に優勝から遠ざ

かる。今年の春のリーグ戦では、不本

意な４位に終わった。当然、８月下旬

から開幕する秋のリーグ戦は、春を

上回ることが最低目標だ。

リーグ戦は、６大学が総当たりで

戦い、各カードで、先に２勝をした大

学に勝ち点が与えられる勝ち点制で

競う。選手たちが意識するのが対戦

カードの初戦を取ることだ。紅林輝

希主将（教育学部３年生）は「第１戦

に勝てば、気持ち的に優位に立てる。

おのずと良い順位が見えてくる。

チームの力で２強に食らいついてい

きたい」と強調する。

　その初戦のマウンドを担うのが、

多彩な変化球で打者を翻弄する主戦

の平田宗一郎さん（総合科学部３年

生）だ。「長打を打たせない投球を心

掛け、結果を出したい」と意気込む。

　今のチームには、甲子園出場経験

者はいない。それでも、「能力の高い

選手が集まり、近年では一番強い。優

勝争いに絡んでいきたい」と学生

コーチを務める竹内空さん（大学院

人間社会科学研究科）は言い切る。

　秋のリーグ戦は、４番を務める奥

成航太さん（教育学部）ら力のある４

年生が主力として残るのも、チーム

を後押しする。もちろん、控えの選手

も虎視眈々とレギュラーの座をうか

がい、チーム内に競争意識を植え付

けている。外野手の中島悠輝さん（工

学部３年生）は「秋は多くの試合に出

て経験を積みたい」と目を輝かせる。

　秋のリーグ戦で勝ちグセを付け、

リーグの常勝軍団へ―。選手たちが

思い描く青写真だ。
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